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13確定交渉で越年した課題は以下の三点です。

①行革による賃金カットをやめること

2008年4月から5年間として始まった賃金独自カットが、今年で6年目を迎えています。この間にカットされ

た賃金はいったいどこに使われたのでしょうか？少なくとも教育予算にはまわっていません。学校の教育予算の削

減も限界に達しています。この県「行革」を終了させることです。

②介助員の不当解雇をするな

県「行革」によるスクールバスの民間委託により、介助員が解雇されようとしています。断じて介助員の解雇は

許されません。

③55歳昇給停止の撤回を求める

県独自の賃金カットが続いている中で、55歳昇給停止は論外です。

現在私たちの県「行革」による賃金削減は以下の

通りです。

このうち地域手当については、2015年3月までは国

による賃下げとの関係で、元に戻されています。こ

れを再度削減させないことが第一の課題です。

給与減額については、今のところ具体的な復元を

提案していません。これの回復時期を明示させるの

が第二の課題です。

賃金の独自カットは、ほとんどの都道府県で終了

しています。今年度で終了するのは、香川県、徳島

県などです。兵庫県はこの賃金カットをいつまで続

けるのでしょう。

政府でさえ民間の賃金を上げるように要請してい

る中、この国の方針と県の独自カットの方針は真っ

向から対立するのです。地域経済を活性化させるた

めにも賃金カットではなく賃上げが必要です。

姫路で新設される「姫路しらさぎ特別支援学校」

のスクールバス添乗業務の民間委託に伴い、従来既

設校での添乗業務を行っていた介助員が、職を失う

という事態が予想されます。県教委は「生首は切り

たくないが、全員雇用はむずかしい」との無責任な

回答しかしていません。

「行革は解雇を目的とはしていない」という県当

局の方針にてらしても長年教育に貢献してきた介助

員を、県教委の勝手な都合で解雇することなど許せ

ません。

高教組は、この二つのたたかいを大きく前進させ

るために全力をあげています。

この私たちの要求が、大多数の教職員の声である

ことを示すためにも、圧倒的多数の教職員署名を県

教委に突きつけましょう。みなさん

のご協力をお願いします。

県「行革」賃金カット終了、介助員雇用確保

13確定越年３大要求署名にご協力を

最終の集約は２月１日（土）までに

高教組ＨＰにもＵＰしています「兵庫高教組」検索

①給料月額の2.3%～2.8%の減額

②地域手当の一律２％削減


